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■小樽への居住促進 

○家賃補助 

○住宅購入助成あるいは固定資産税減免 

○市営住宅の整備 

○市営住宅の家賃の減免（子育て世代） 

○従業員送迎バス・タクシーへの助成 

○若者世代を惹きつける魅力の創出 

○ベッドタウン化の検討 

■交通アクセス（ＪＲ、バス）の充実 

○通勤時の札幌方面へのＪＲ快速設定、増便 

○ＪＲ銭函駅のインフラ整備、銭函駅発の電車を運行 

○望洋台地区の交通利便性向上 

■その他 

○除雪の徹底 
○アンケートの実施 

生活環境の整備 

■交通アクセス（ＪＲ、バス）の充実 
○ＪＲ、市内バス路線の最終時刻繰り下げ 

○一般国道５号朝里～張碓峠～桂岡間の更なる改良

（冬期間の視程確保等） 

■そ の 他 

○結婚支援 

生活環境の整備 

■小樽への居住促進 

○まちの魅力のＰＲ 

■その他 

○まちなみや景観の維持 

 

 

生活環境の整備 

■その他 

○土砂災害をはじめとした防災対策の充実  
○防犯対策 
○地域コミュニィティづくり 

○市民の健康づくり 

生活環境の整備 

■小樽への居住促進 

○共同住宅・社員住宅建設費補助 

○移住・定住促進に向けた空き家の活用 

○空き家入居者改修費補助 

■定住自立圏構想の推進 

■人口減に対応したまちづくり 

○市中心部への居住増加策 

○施設等の統廃合など 

■その他 

○空き校舎の有効活用 

■子育て経費等の軽減 

○保育料の軽減 

○乳幼児等医療助成の拡大 

○多子世帯への支援拡充 

○オムツ費補助事業 

○不妊治療に対する助成金 

○出産祝金、入学祝金の支給 

○学校給食費無料化 

○公立小中高校教育における教育費の無料化 

○児童手当の拡充、市民税の軽減 

■保育等に係る支援 
○子育て施策や事業の周知・ＰＲ  

○企業や市民への子育て支援啓発  

○特別保育支援事業の更なる拡充（延長保育・休日保

育など） 

○保育園での送迎サービス 

○保育施設の整備強化 耐震化の促進など 

■子育て環境の整備 

○周産期・産科医療体制の維持 

子育て支援と教育の充実 

■教育の充実 

○小・中学校、高校の特色ある教育環境整備 

○小樽商科大学との連携による独自の特色ある教育

システムを確立 

子育て支援と教育の充実 

■教育の充実 

○小・中学校、高校の学力向上 

○キャリア教育の推進 
○ＩＣＴ教育の拡大 

○ALT の増員等による英語教育の充実 

○小中一貫校、中高一貫校の設置 

○放課後補習 

○放課後児童クラブの拡充 
○難関大学を目指す、高校「特別進学コース」の設置 

○私立大学の誘致（経済学部・工学部） 

○スポーツの振興産業振興による働く場の創出・拡大 

子育て支援と教育の充実 

■保育等に係る支援 

○子育て世代の母親の支援センター、カフェの設置 

■子育て環境の整備 

○社会、地域で子育てを支える仕組みづくり 

■教育の充実 
○小・中学生に対し、学校外やボランティアとしての

社会活動の場を提供 

子育て支援と教育の充実 

■保育等に係る支援 

○子ども預かりセンター（駅周辺に） 

○児童館の整備 

■子育て環境の整備 

○子どものための公園整備や冬期間の遊び場の確保 

■教育の充実 

○土曜授業、あるいは土曜の居場所づくり 

産業振興による働く場の創出・拡大 

■地場産業の振興 

○空き店舗助成の拡大 

■企業立地の促進 

○市中心部への企業立地の促進 

 

産業振興による働く場の創出・拡大 

■企業立地の促進 

○介護・福祉系の専門学校の誘致 

○高齢者向け施設の建設促進による若者雇用の拡大 

 

産業振興による働く場の創出・拡大 

■地場産業の振興 
○にぎわう商店街づくりに向けたノスタルジックな

街づくり補助 

■交流人口の拡大 

○小樽全体を観光教育の場とする取組 

■若者などへの地元就労支援 
○地元企業紹介冊子「小樽で働こう！」の作成 

○｢新規学卒者雇用奨励金｣の創設 

○市役所新規採用者数の拡大 

 

■地場産業の振興 

○対岸諸国との貿易拡大や人的交流推進 

〇地域内の富の循環を高める施策 

○小樽商科大学との産学連携を強化 

○小樽ブランドのＰＲ 

○｢がんばる企業｣の底上げ策 

■起業支援(創業支援) 

■企業立地の促進 

○金融・情報など賃金水準の高い業種の誘致 

○ホテルなど観光関連企業の誘致 

■交流人口の拡大 

○宿泊滞在型に移行する取組強化 

○海外観光客誘致強化（外国観光客の受け入れ強化） 

○新たな観光拠点の整備として、北運河地区や天狗山

地区を整備 

○クルーズ客船の誘致強化 

○観光イベントの開催時期を調整 

○小樽全体を観光教育の場とする取組 

 

■地場産業の振興 

○後継者問題と移住対策を結びつける施策 

■若者などへの地元就労支援 

〇｢新規学卒者雇用奨励金｣の創設 

○企業の福利厚生事業の充実 

 

 

あずましい暮らしプロジェクト 

(仮称)小樽市総合戦略における新規事業（たたき台） 

人口対策庁内検討会議における議論を中心に整理 

6 次観光化プロジェクト 樽っ子プライド育成プロジェクト あんしん絆再生プロジェクト コンパクト＆コストシェア 

推進プロジェクト 
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